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学位論文審査結果報告書 

平成 30 年１月 20 日 
 

大学院医学研究科長 様 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
氏 名  遠藤 翔太 
学位論文題名 Preventive measures and lifestyle habits against exertional 
heat illness in radiation decontamination 
(除染作業員における労作性熱中症に対する予防対策と生活習慣) 
 
東日本大震災とそれに伴う福島第一原子力発電所により、福島県では土壌の

除染が必要になり全国から除染作業員が従事した。申請者等の先行論文では灼

熱環境において防護衣を着用している除染作業者で熱中症の発生が、若者に多

く見られることを報告した。本論文はその原因を予防対策と生活習慣に着目し

て、アンケート調査を行い、回収した男性作業員 558 人の結果を比較検討した

ものである。この結果から 20 歳代の若者作業員は大量飲酒を労働前日に控え

ていないことや塩分摂取を意識していないことが明らかとなった。また、熱中

症予防教育を行うことにより、その予防対策が意識付けされ、結果として作業

員の行動変容が期待できる可能性が示唆された。 
除染作業員は震災後より 2018 年まで福島県において活動した特殊な労働者

集団である。これらの調査から労作性熱中症の背景因子を検討したことは、問

題になっている日本の熱中症対策にも新たな解決方法の一つになると考えられ

る。 
申請者の論文は本学医学博士を授与するのに値すると判定したので報告す

る。 
論文審査委員 主査 伊関 憲 
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